
《国の加配活用 過去6年間》

１、首長部局等との協働による新たな学

校モデル事業 （平成２７年・２８年 加配）

２、コミュニティ・スクール導入促進事業

（平成２８年・２９年 加配）

３、少子化・人口減少に対応した活力あ

る学校教育推進事業

（平成２８年・２９年・３０年 加配）

４、学校運営協議会と地域学校協働本

部の設置・拡充に向けた調査研究事業

（令和元年～全国１１自治体 加配 令和2年

加配なし）

③-1 『能勢町教育委員会のチャレンジ』
～国事業加配活用「地域とともにある学校の仕組みづくりへ」～

1

《成果》

１、ふるさと学習（グローバル能勢）の再整備

⇒位置づけ、カリキュラム化、年3回教職員研修

２、放課後学習の整備とボランティア組織の構築

⇒アフタースクールⅠとⅡ

３、コミュニティ・スクールから地域学校協働活動へ

⇒学びの丘の環境整備、学校開放、広報活動

４、福祉×教育等 町他部局及びNPOが協働する

「能勢スタイルの教育」の仕組みづくり

⇒高校×総務課（環境） 大学×スクリーニング会議

新電力会社×中学校・高校 高校×下宿制度・・・・

平成30年4月～ コミュニティ・スクール本格実施
令和 2年7月～ 地域学校協働本部設置
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③－５ アフタースクールⅠ：ボランティア・コーディネーター・職員等
アフタースクールⅡ：民間塾講師・大学生学習支援員
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